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た事柄について説明する社会理論である（Bauman, 2000; Beck, 2000;



















不確実性と不安の多さである（Ursell, 2000; Gill, 2002: McRobbie, 2003;

































sory individuality］」（Cronin, 2000）と「監査文化［audit culture］」とい
う概念は重要だ。前者は、個人が自らの人生を、あたかも熟考に基づく計
画と選択の結果であるかのように語ることへの要請が、ますます強くなっ
ていることを表している(Rose, 1990, Walkerdine et al., 2001)。後者は、全
てのものが定量化可能な「アウトプット」として、他者にも分かりやす
い・計測できる状態で、「監査可能なもの」になるよう強いられる風潮を
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事関連のストレス、不安、鬱によって失われている。そして、英国の大学
教職員組合［University and College Union］が行った2008年のアンケート
調査で、学者たちは「平均よりもとても高いレベルのストレス、やや高い
レベルのストレスがある」と回答しており、その割合は1998年から2004年














































ル対応は底なし沼で、終わりがない。私のTo Do リストも同じ。To Do
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【訳者解説】
［児島功和］
本稿は、ロザリンド・ギル［Rosalind Gill］「Breaking the silence: The
hidden injuries of neoliberal university」という論文の全訳となる。この論
文は、ギル教授が編者を務めた『Secrecy and Silence in the Research
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れがおかしいと気付くべきだ。そして、気付いたら抵抗すべきだ。そう筆
者は主張している。
私も深く同意する。だからこそ、この後書きはこれくらいにして、金輪
際、なるべく祝日の夜まで働かないことを、自分に深く刻み込み、ここに
宣言する。再帰性とか社会学用語をこねくり回す前に、まず自分自身の生
き方こそ、反省して、振り返り、変えたい。私自身が自分の「隠された
傷」と向き合い、沈黙を破るためにも！
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